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代田地域は、地震に対しては比較的安全とされています。 
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代代田田地地域域のの街街づづくくりりにに  
取取りり組組んんででいいまますす  

 
地区街づくり計画等策定基礎調査における中間報告 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
鎌倉通りは道路中心から4mの壁面後退が、環七沿道は建物の最低高さ5mなどの計画が既に

定められています。 
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震災時の広域避難場所は環七の西と東で異なっています。環七の東側(代田 1.2.5.6 丁目）は「駒

場東大・駒場公園一帯」です。 
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代田地域の多くの区域は「第一種低層住居専用地域」(容積率150％、建ぺい率50または60％)

となっています。 
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地形は変化に富んでいます。急傾斜の坂道も多く、バリアフリーの課題なども想定されます。 
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２.代田地域の現状 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
環七はまだできていません。新代田・世田谷代田の駅を中心に市街化が進み始めています。 
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昭和 14年頃の代田地域 



 
全体に、緑豊かな環境となっています。特に緑は、各戸の宅地内の緑が充実しています。 
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公園は、羽根木公園を別にすると、環七東側の１・２・５・６丁目では一人当たり公園面積0.12

㎡/人と不足しています。利用圏からみてもやや不足しています。  
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代田地域は基本的に住宅地です。一戸建て住宅(独立住宅)とアパート・マンションなどの集合

住宅で構成されています。 
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道路の状況は区域によって大きく異なっています。碁盤目状に整備された区画がある一方で、

幅4m未満の狭い道路や袋小路の多い区域も存在します。 
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震災発生時に有効な設備や道路を示したものです。震災時の消防活動や避難、延焼防止には幅

6m以上の道路が有効と言われています。 
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建物の建て込み度合いを示したものです。部分的に建て込んだ街区も見られます。 
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昭和56年以前に建てられた木造住宅は、耐震性に心配のある建物が多いと言われています。 
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⇒以上、代田地域は、様々な個性のある区域で構成されて

います。今後、区域の個性に応じた街づくりが望まれます。
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街づくりで完成した小公園 


